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紹介

• 株式会社カイノ電器

• 本社：山形県寒河江市

• 支店：山形県西村山郡大江町

• 創業：大正１５年２月

• 業務：Panasonic系専門電器店

• 所属：あい電グループ
（山形県内７社８店）
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安全・安心をブランディング

高齢者客の多い電器店

＝高齢化社会の最先端

街のでんきやさん

＝地域密着型／顧客巡回型スタイル

お客様と家電を通じた交流

＝製品の使い方や安全性を知っている

メーカー系列店

＝メーカーへのフィードバック
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審査員からのコメント（令和７年度）

（全体）

（視点1）
販売店として、メーカーと消費者の間に立ち、メーカーに対しては安全な製品が作られるようにフィードバックし、消

費者には安全に製品が使われるように情報伝達をしている点を評価します。特に高齢者が安全に使うために懸念点があ

る場合はメーカーに申し出て、対応機種を特約店用に製造してもらう等の取組は特徴的であり評価します。

（視点2）
少子高齢化の商圏下で、家電弱者である高齢者をしっかりフォローし、「現代の御用聞き」として解決策を提

供し、製品安全に真摯に取り組まれていることや、高齢者の使いやすさ＝リスク軽減と捉え、製品選びのアド

バイスをしている点を評価します。

（視点3）
異なる業態の事業者の取組を参考にする、また自ら積極的に情報を入手し、自社の取組に反映することを常に

考え続けている姿勢を評価します。

（視点4）
業界団体や近隣小学校での製品安全教室などの活動や情報発信をはじめとした、製品安全文化構築への取組を

積極的に実践されていることを評価します。本活動を、さらに広く、より深耕されることを期待します。

新たな取組として紹介があった、「カイノ６０クラブ」や「たすかるちゃあ」は、製品安全のみに特化した取組ではないですが、地域住
民の生活や文化に密着した、小規模小売店の特性を活かした活動であり、その中で適時適切に製品安全に対する啓発を促しており、小規
模小売店ならではの製品安全への取組として評価します。人材不足、人手不足が続くなか、継続して事業に取り組むために、多種多様な
人材を製品安全の現場に投入するなど、世代交代を意識した次世代人材の確保、育成を進められることを期待します。



総評（令和７年度）

前回受賞時からの取組を維持・発展するとともに、製品安全の実現につながる新たな取組を行ってい

ることを確認しました。

特に、「地域課題の解決に徹した地域密着型の取り組み」、「高齢者の使いやすさ・製品安全を重視

した提案とフォロー」、「長期にわたる取組の継続による製品安全実現への貢献」を高く評価します。

今後に向けて取り組んでいただきたい課題としては、活動を継続していくための体制構築・整備、よ

り積極的な社外に対しての製品安全文化構築に向けた取組などが挙げられます。

以下の「審査委員からのコメント」を参考にして、さらに取組を深め、製品安全対策ゴールド企業を

目指していただくことを期待します。



99.2万人
(2025年)



プロトタイプ
となる事例

• 長寿命化

• 高齢化社会

• 限界集落

• 老々介護

• 労働力不足

いずれどこでも起こるブレイクダウン

• 最先端の現場

• 老人世帯でも安心安全に過ごせる電化生活

• ６０歳以上がワクワクする社会づくり

田舎からモデルケースを創り出す



山形県の高齢化は
乗り越えるべき『課題』ではなく
新たな価値を創造する『市場』である



市場創造

• 加齢による身体的な衰え

• 病気やケガによる身体的機能の衰え、困難

• 認知症などによる生活困難

インクルーシブ社会の課題解決

• 支援者のいない世帯の見守り機能

• 使用者の非日常を検知（察知）

• 年々進む老化を理解

• 限界点を知らせる

課題解決が市場を作る



地域を見つめる活動



ワクワクする生活と安心安全な生活を提供





安心安全文化の醸成



交流で生まれる
アイデア

• 他社の活動からのヒント

• 製品安全コミュニティ

• 交流会



進化するサービス



これからの課題

•電化製品を中心としたライフサポート

•危険予知・危険予防の活動

•デジタルツールによるケアテック

•安心安全文化醸成のための活動

• LINEや60クラブを利用した情報提供

•業界や団体を巻き込む活動



課題を価値に変え、未来のモデルを世界に示す

予防経済

ケアテック経済

ライフサポート経済

終活経済



ご清聴ありがとうございました
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